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は じ め に

クッチャロ湖は、北海道のオホーツク海沿岸 の

宗谷岬寄 りに近い枝幸郡浜頓別町にあり、周囲29

.3km、 面積14.3k㎡、最大深度2mで 、オホーツク

海 とは浜頓別川で結ばれ、湖面の高 さは1m(理

科年表)の 低鰍水湖である。

!980年8月 、クッチャロ湖奥部 の小沼に流入す

る安別川に架かる石堂橋建設予定地 に、北海道開

発局稚内建設部 によってボー リングによる地質調

査が実施 された。同地 を調査中であった神奈川県

立博物館松島義章氏は、ボー リングコアを調査現

場で観察するとともに、コア中の ピー トとアサリ

図1.ク ッチ ャロ湖 の位置

「
(小沼)

オホ ー ツ ク海

轟
x
試

採

クツ儲 胡禦 離
さ
"

024一 一 一 6km

図2.ク ッチ ャロ湖 と試料採取地
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を試料に14C法 による年代測定 を行っている。その

結 果、 クッチャロ湖は最終氷期以降の晩氷期 から

後氷期にわたって汎地球規模で起 った海 面 上 昇

(いわゆる縄文海進)に よって、約9000年 前に誕

生 しはじめ、縄文海進最高頂期(約6,000～5,000

年前)に は海面は±3mに 達 し、もっとも水域 が

拡大 したことを明 らかに している(松島、1982)。

筆者は松島氏より上記の情報 をうけて1981年5

月、北海道開発局稚内建設部天北中部農業開発事

業所に保存 されているボー リングコアを観察 し、

微化石群集解析用の試料の提供 をうけた。 この報

告はこのよ うな経緯で入手 したクッチ ャロ湖底堆

積物について花粉分析 を試みたものである。今回

は クッチャロ湖周辺 を含めた北海道北部の原植生

に関す る情報 が不十分なために、調査地の森林植

生変遷史 に関して言及はで きないが、 クッチャロ

湖底堆積物 より抽出 された花粉化石群集の概報的

な報告 を行 う。クッチャロ湖畔東部の台地 には縄

文早期末から中期にわたる 「日の出貝塚」があり、

同貝塚形成期の古環境 を考察する上の資料の一助

になればと思い、ここに報告する。

なお、この調査 をすすめるにあたり種 々便宣を

はからっていただいた北海道開発局稚内開発建設

部の各位、調査 の情報や調査結果に関 して討論を

いただいた神奈川県立博物館松島義章氏、神戸大

学理学部生物学教室熊野茂氏、関谷公範氏および本

報告の発表機会 を与えてくださった知床博物館各位に

深く感謝します6なお研究費の一部に昭和56年 度文部

省科学研究費特定研究 「古文化財に関する保存科

学と人文 ・自然科学」 を使用 した。

mま で 貝殻 混 りの砂質 シル ト～ シル ト質砂 層 にな

る。 一3.5mに は 厚 さ1mの 砂 層 があ る。 こ の 上

位+2mは 貝 殻 の 多い粗砂 ～砂礫 層 が重 な る。最

.と部十2～ 十3mは 腐植 層 か らな り、埋 立土 にお

お われ る。 この調査地 点 に近接 した安別川 岸 には

カキ とアサ リを含む粗 砂 がみ られ、 カキ礁直 下の

アサ リ層(+1.8～+2.Om)の14C年 代 は松島(19

82)に よ って5,890±90年 前(N-3991)と 報 告

され、 カキ礁の マ ガキの14C年 代 は5,610±130年

前(Gak-3082)と 大 島(1972)は 報 告 してい る。

この よ うに14C年 代 の示 す ところに従 えば、 ク ッ

チ ャロ湖底 堆積物 は 一9,000年 前 に海水 が進 入 し

て形成 されは じめ、約5,500年 前 の縄文海進 高頂

期 にいた るまで堆積 した海 成～内湾 成堆積物 で あ

ることが、松島(1982)に よ る貝類遺骸 群集 、関

谷 ・熊野(1982)に よ るケイ藻遺骸 群集 の研究 に

よって も明 らかに されて いる。

花粉分析 は一19.2m・ ピ ー ト、一18.5m・ 粘 土 、

一16 .1m・ シ ル ト質 粘 土 、 一15.3m・ シ ル ト質

粘 土 、一13.6m・ シ ル ト質粘土 、一9.8m・ 細 砂質

シル ト、一6.5m・ シ ル ト質細砂 、一5.5m・ シ ル

ト質細砂 の8層 準 の試料 につ いて行 った。

試料 は まず水 酸化 カ リウム5%溶 液中 に10数 時

間浸 した後、比重2.0の 塩 化亜鉛溶 液 によ って分

離 し、無 水酢酸 と硫酸の比9:1の 混 合溶 液中 で

約70℃ で数分間熱 し、 グ リセ リンゼ リーで封 入 し

て作製 した プ レパ ラー トを検鏡 した。花粉 化石の

出現頻度 は、木本 花粉 化石粒 が300個 を こえるま

で計数 した と きの花粉 ・胞子化 石数 を総数 と して

求 めた値 で あ る。

試料の形状 お よび処理方法

花粉 分析 を行 った石堂橋地下 の地 質構 成は図3

の 花粉 ・胞 子化石 の産 出頻度 図 に概 略 を示 して い

るが、略述 す れば次 の よ うであ る。 この地 点の完

新統 は、基盤の新 第三紀 層 の泥 岩 に不整 合 に重 な

り、厚層 は約20mに 達 する。最 下部 は小礫 と貝殻

細片(マ ガキ)を 含む暗茶褐色 の ピー トからなり、

一15 .30～ 一15.35mの14C年 代 は松島(!982)に よ

り9,050±100年 前(N-3992)と 測 定 されてい る。

この層準 よ り上位 はが ら りと層相 が一 変 し、暗黒

灰色 の貝殻 混 り粘土 質 シル ト～ シル ト質粘 土層 が

続 く。色調は暗黒灰 色 か ら暗 青灰色 に変 るが、粘

土 質 シル トは一9mま で連続 す る。これ よ り 一3.5

花 粉 分析 結果

検 出 された花粉 化石群集 の うち、木本 花粉 化石

を中心 に出現傾 向 をみ ると、次 の 皿帯 に区分 で き

る。

1.カ バ ノキ属(一Be副 α)帯 一19.2m

草 本 類(38.8%)、 シ ダ植物(28.2%)が 比 較的

高 い出現 頻度 を示すの に対 して、木本類 は33%で 、

と くに針 葉樹 は僅 かに2.4%で 、 極端 に低 い出現

頻度 で ある。 木本で はカバ ノキ属 が13.3%、 ハ ン

ノキ属(、4♂ η窃5)が3.5%で 、他は低 い出現 頻度 を

示 す。 この2属 のほ かに検 出 されたの は、モ ミ属

(A6どes)、 トウヒ属(Pごceα)、 ヤチヤナ ギ(Myγ どcα

9αZeL.var.♂ome撹03畝 ヤ ナギ属(SαZど ゑ ハ
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図3.ク ッチ ャロ湖畔底 堆積物 の花粉 ・胞子化石 出現頻度 図

1.貝 化 石2.ピ ー ト3.砂 礫4.砂5.シ ル ト 6.粘 土

シバ ミ属(Coγ ツ」賜3)、コ ナ ラ 属(Q喫 γcπε)、ニ

レ属(σ1η 協3)、モ チ ノキ属(、 ηε∬)、 ガ マ ズ ミ属

(yごゐ～4γηπ7η)等 で ある。

H.ト ウヒ属一 カバノキ属 一 コ ナ ラ属(乃cθ α一

BθZz61α一Qz6θ γcz65)帯 一18。5～ 一13.8m

トウ ヒ属 、ハ ン ノキ属 、 カバ ノキ属、 コ ナ ラ

属 が高 い出現頻度 を示 し、木本 類(60～68%)は

下 位 の カバ ノキ属帯 に比べ て急 増す る。 この ほか

に低 率で あるが、モ ミ属、 マ ツ属(P∫ η窃s)、ツ ガ

属(丁 甜gα)、ヤチヤ ナギ、ヤ ナギ属 、ハ シバ ミ属、

エ ノキ属(Ce痂3)、 ク ル ミ属(九g♂ αη5)、ニ レ属、

モ チ ノキ属、シナ ノキ属(丁 読 α)、カエ デ属(Ace八

トネリコ属(Fγ αコo加π5)、ツ ツジ科(Ericaceae)

が検 出 された。

上記 の うち、 トウヒ属、ハ ンノキ属 、 コ ナ ラ

属 は増加 の傾向 を示す が、 カバ ノキ属 は増減 に変

化 な く、 ほぼ安定 した出現傾 向 を示す。 しか し、

カバ ノキ属 は形態 、大 きさか らみ て も4～5種 が

予想 され、樹種別 に判定 で きれば、 その出現傾向

には かな りの大 きい変動 が予測 され る。 なお針 葉

樹 ではモ ミ属 も出現 す るが、3～6%の 範 囲内 で

まだ低 い出現頻度 で ある。

皿.モ ミ属一 コ ナ ラ 属(A6♂e3-Qπeγcπ ε)帯

一13 .6～ 一5.5m

トウ ヒ属 、ハ ンノキ属 は減 少 し、 それ に代 って

モ ミ属、 コナ ラ属 が急 増 し、 優 占樹種 になる。

カバ ノキ属 は比較 的安定 した出現頻度 をみせ るが、

種 間の出現傾向 はII帯 と同 じ く不明 で ある。 その

他の木本 類 にマツ属 、ヤチ ヤナギ、 クル ミ属 、ヤ

ナ ギ属 、 シデ属(Cα γρ∫肱5)、ハ シバ ミ属 、ニレ属、

カエ デ属 、 トネリコ属 、 ガマ ズ ミ属 、 トウ ダイグ

サ科(Euphorbiaceae)、 ツ ツジ科 な どが、低 率で

あるが検 出 された。 なお、 この ㎜帯 は草本 類 もシ

ダ植物 も皿帯 の うちで はもっ とも出現頻度 の低 い

帯 であ る。

花粉分析結果の考察

クッチャロ湖底堆積物の花粉分析結果は、現在

のところ安別川口において得 られたボーリングコ

アの1地 点の試料のみで、質量 ともに不充分であ

るが、以下に述べ るように当地域の森林植生変遷

をさぐる上に興味深い情報 を提示している。

堆積物の年代 に関 しては、すでに述べたように
14C年代測定 によって約9 ,000年前から約6,000年

前にいたるほぼ3,000年 間の森林植生史 を記録 し

ているとみてよい。これは後氷期でもっとも気温

.L昇 の著 しかった時期 に相当する。後述するよう

に花粉化石に基 く樹種決定には種 々の困難点はあ

るものの、大局的 にみて トドマツ、エゾマツ、 ミ

ズナラ、数種のカバノキ属等 を中核 とす る針広混

交林の原型(上 述のIH.モ ミ属一 コ ナ ラ属 帯)

は、約6,000年 前にはほぼ形成 されていたといえ

る。 このことはクッチャロ湖畔で発掘 された縄文

早期末～中期の 「日の出貝塚」付近 に居住 した人

達は、現在の北海道の森林植生 を特徴づける針広

混交樹林、すなわち北方針葉樹林 と温帯夏緑林 と
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の混生林 を背景に生活を営んでいたことを裏付け

るものである。

花粉分析のまとめが先行 した形 になったが、っ

ついてこれに関連 した問題 について考察 をすすめ

る。

湖底堆積物の年代に関 して、下限の9,000年 前

と上部の6,000年 前との問の年代 をどのように推

定するか。 とくにH、 トウヒ属一カバ ノキ属一コ

ナ ラ属 帯 は、 トウヒ属(た ぶんエゾマツ)が 減

少 し、これに代ってモ ミ属(た ぶん トドマツ)が

増加 しは じめ、コナラ亜属(た ぶん ミズナラ)も

急増す る重要な時期である。花粉分析の研究では、

このような場合 に年代測定値の示す層準間を平均

的に内挿する年代推定法 を採用することがある。

この方法は、湖の堆積環境 が安定 した状態 にある

ときには、堆積物の堆積速度がほぼ一定であると

推測 されるので、可能である。 しか し、安別川の

ボー リングコアから読みとれる堆積物の層相変化

はかなり顕著で、H帯 はシル ト質粘土 を主 とする

が、㎜帯はシル ト～砂で構成され粗粒化 している。
の

これはH帯 は堆積速 度 が小 さ く、同 じ層厚 でみて

も時 間経過 は長 く、 ㎜帯 は その逆 であ り、当時 の

堆積環境 が変化 した こ とを示 して い る。 今回の報

告 では、 この森林移行期 を示 す直接的 な情 報は得

られてい ないた め、今後の調査 にまつ ことにす る。

北海道北部 の完新世 に関す る花粉分析 は、 日本

海岸の サロベ ツ原野 で坂 口(1958、1959)が 、 名

寄 盆地 の風蓮 で中村(1968)が 、 オホ ーツ ク海沿

岸 中部 の湧別 市川遺 跡周辺 につ いて五十嵐 ・熊野

(1973)ら の報 告 があ る。 これ らの うち、 クッチ

ャロ湖 底堆積物 の14C年 代 の9,000～6,000年 前 に

対 比 される ものは、名寄盆地 風蓮 の報告 のみであ

る。

クッチ ャロ湖 の9,000年 前 を示 した1.BeZ配 α

帯 は、風蓮 で中村 がRIと したBe配 α一(、4わごes)時

代 に対比 され る。 風蓮のBc配 α一G46ど θ5)時 代 は

Bc副 αが増加 し、茄 どe3,Pごcθ αは衰退 し、Q喫 γ一

c郡,σ ♂7π榔,」 祝g!αη5な どはようや く増 加 しは じ

め、針広 混交林時代へ の移行期RI時 代 であると中

村 は報 じて いる。さらにこの層準 の下位 のBe観 α一

A6どe5-Pガceα 時 代の14C年 代 は9,750±225年 前

(N-472(2))を 示 して いる。

オホ ーツ ク海岸の クッチ ャロ湖 と、地理的環境

が異 な る内陸盆:地の風蓮 とは、年 代 が接近 して い

る とい うだけで一義的 に対比で きぬが、樹木 花粉

の出現傾 向 はBθ 配 αの優 占することにおいて類似

す る。 ク ッチ ャロ湖で はBc観 α以外 の樹 木花粉 は

非常 に低 率で あ り、 シダ植物 や草 本花粉化 石 が比

較 的高率 を占め ることか ら、 当時 は樹木相 の貧弱

な湿 原植生 で あった と推 定 され る。 その湿原 の規

模 や、Be配 αがダケ カンバの よ うな高木 なの か、

ヤチ カ ンバ 、 アポ イ カンバ、 ヒメ カンバの よ うな

湿原 にも生 育す る樹種 なの かは不 明で ある。

クッチ ャロ湖 のHのPぎcθ α一jBe伽!α 一Q麗 γc鰐

帯 と、 ㎜のAろ ゴe3-Q麗 γc粥 帯 とは、針 広 混合林

が本格 的 に形成 され た時代 で あ り、 中村 の い う風

蓮 のRHに 対 比 される。 クッチ ャロ湖 の この時 期

を、筆者 は、4腕e8がP∫ceα を しのいで 両 者 が入 れ

かわ ることと、Qπcγcπsが 優 占樹種 の地位 を占め

るこ とに よ り2帯 に分 けた。

このH、 ㎜帯 は風蓮 のRUに 類似 す るが、 湧 別

とは次 の点 で異 な る。 五十嵐 ・熊野(1973)ら に

よ る湧別市 川遺 跡 では、この時期 は、4配e3-Pぎceα

zoneに 年 代 上(推 定 年代7 ,000年 前)か らは対

比 され る。しか し湧別 の!1配e3-Pぎccα20ηeで は

Q麗 γc鰐 をは じめ と して広 葉樹 種 の産 出 は非常 に

低率 で ある。 この原因 としては、 まず両者の地理

的位 置の違 いが あげ られ る。現 在の植生 において

も、同 じオホー ツク海岸 であ りなが ら両 者の ほぼ

中間 に あたる興部 付近 を境 に して針 葉樹 の 多い北

部 と、広 葉樹 の優 勢 な湧別寄 りの針 広混 合林 とに

分 れる。 しか し、両地 の花粉化石群 集 の違 い は、

植 生史 をさ ぐる.上か らも、石 刃鍛 文化圏 を考察 す

る上 か らも重要 な課題 で あ り、 その回答 は今後の

調査 に待 たれ る。

一一方
、松 島(1982)の 貝 類遺骸群集 、関 谷 ・熊

野(1982)ら の珪 藻遺骸 群集の研究 によれば、 こ

のH、 ㎜帯 は汎世 界的 な気候 暖化 の影響 をうけて

急速 な海面上 昇が起 り、海 水の進入 によって、 ク

ッチ ャロ湖 が形成 された時期 で ある。最終 氷期 に

は閉 ざされて陸橋 で あったサハ リンと北 海道 との

間 に宗 谷海峡 が生 まれ、 日本 海側 を北上 して きた

対馬暖流 の一一部 が、宗谷暖流 となってオホー ツ ク

海沿岸 を南下 して いた。 この ことは オホー ツ ク海

沿岸 各地 の完新世 の 自然貝層 や貝塚 か ら産 出す る

暖流系種 の貝類 のハマ グ リ、 シオ フキ、 カガ ミガ

イ、 ア カニ シ等 が この事実 を立証 して い る(松 島、

1982、 大 島 ら、1972、 赤 松、1969)。
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この よ うにII帯 か ら皿帯 に わた る針 広混合林 の

本格 的 な形成 は、地上気温 の急速 な温 暖化 と、海

流 の表面水温 の上昇 を背景 にな され たので ある。

そして14C年 代 の示 すところによれば、クッチャロ湖 のこ

の時期 は完 新世 に起 った汎世 界的 な最 暖 期(cli-

rnaticoptimum)に 一 致 す る。 当時の トドマ ツ、

エ ゾマツ、 ミズナラ、 などの針広 混合林 の構 成樹

種 と、 その後の植 生 変遷 に関 しては、 今後 さらに

情報 を増 や して、舘脇 ・五十嵐(1971)の 天塩 ・

中川地 方の森林植生 の成立過程 の研究 にっ な ぎた

い と願 って いる。

ま と め

1.ク ッチャロ湖畔安別川口の9,000～6,000年

に形成された湖底堆積物の花粉分析 を行なった

結果、この間に大規模な森林交代がすすみ、現

在の針広混合林の原型がすでに6,000年 前には

形成された。 これはわが国において、北海道南

部、東北地方の落葉広葉樹林の進出、関東地方

以西の照葉樹林の拡大期 と一致す る。

2.ク ッチャロ湖畔の縄文早期末～中期の 「日の

出貝塚」形成期 には、その生活背景の森林とし

て トドマツ、エゾマツ、 ミズナラ等 を中核 とす

る針広混合林がすでに形成 されていたことが新

たに判明 したが、その意義 は大 きい。
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